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支えあい 幸せ感じる 地域の暮らしを誓い合う支えあい 幸せ感じる 地域の暮らしを誓い合う

　平成18年4月１日一関、花泉、大東、千厩、
東山、室根、川崎の社会福祉協議会は合併し、
新しい一関市社会福祉協議会を発足させ、住
民参加の基に、新たな福祉のまちづくりがス
タートしました。
　新社協は、地域福祉を推進するため、地
域住民の福祉に対する思いやりを大切にし、
「支えあい　幸せ感じる　地域の暮らし」を
スローガンとして、生活に役立つ福祉サービ
スの提供に努めなければなりません。
　私たち市民は、住み慣れたまちで、健康で
生きがいをもち、安心して暮らすことができ
る地域社会の実現こそが、私たちの願いです。
　私たちは、福祉の担い手であると同時に、
福祉の受け手であることを認めあい、福祉の
まちづくりをめざし、次のことを確認します。

一、 利用者の立場に立った、福祉サービスの
充実に努めます。

一、 住民による福祉活動の推進と地域ネット
ワークの確立に努めます。

一、 介護保険事業のサービスの充実と運営強
化に努めます。

一、 ボランティア意識の高揚と継続的参加活
動に努めます。

一、 地域住民の連帯感を高め、一体感の醸成
に努めます。

　以上、本大会において宣言します。

　平成18年9月28日
第１回 一関市社会福祉大会

◆◆◆  大 会 宣 言  ◆◆◆
第１回 一関市社会福祉大会を開催
　両磐７市町村の社会福祉協議会が合併して、初めての社会福
祉大会を９月28日一関文化センター中ホールで開催し約400人
が集い、合併による連帯感を高め市民が支えあい安心して暮ら
し、幸せが実感できる福祉のまちづくりを目指して、さらなる
努力を誓い合いました。
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地
域
全
体
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
合
併
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
社
協

に
お
い
て
各
分
野
で
の
功
労
者
や
社
協

事
業
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
社
協
会
長

か
ら
表
彰
状
、
感
謝
状
、
家
庭
介
護
者

に
褒
賞
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
浅
井
東
兵
衛
一
関
市
長
、

佐
々
木
時
雄
市
議
会
議
長
、
県
南
広
域

振
興
局
長
（
代
読
）
か
ら
祝
辞
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
」
と
題
し
、
一
関
市
教
育
委
員
会

文
化
振
興
課
の
工
藤
武
さ
ん
か
ら
文
化

遺
産
の
登
録
要
件
や
平
泉
の
文
化
遺
産

の
一
部
で
あ
る
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
と
農

村
景
観
を
ス
ラ
イ
ド
で
考
古
学
的
に
説

明
が
あ
り
、
一
関
の
本
寺
地
区
に
貴
重

な
文
化
財
や
景
観
が
古
代
の
ま
ま
現
存

し
て
い
る
も
の
を
未
来
に
引
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
類
共
通
の
財
産
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
す
る
講
演
で
し
た
。

　

最
後
に
一
関
市
社
協
の
佐
々
木
裕
子

評
議
員
が
大
会
宣
言
を
提
案
し
、
互
に

福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時
に
福
祉

の
受
け
手
で
あ
る
こ
と
を
認
め
あ
い
五

つ
の
重
点
事
項
を
確
認
し
て
、
万
場
の

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

世界遺産登録を目指しての講演
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敬

老

会

敬

老

会

健
康
長
寿
を
祝
う

東山支部

花泉支部

東山総合体育館でゆったりと。懐かしい出会いで、若返り。＜東山地域敬老会＞

　

18
年
度
の
敬
老
会
は
、
合
併
し
て
初
め

て
各
地
域
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
当
祝
者
は
80
才
以
上
に
統
一

し
、
一
関
４
２
９
７
人
、
花
泉
１
５
９
９

人
、
大
東
１
９
３
９
人
、
千
厩
１
２
２
９

人
、
東
山
７
８
５
人
、
室
根
６
８
２
人
、

川
崎
４
４
９
人
、
計
１
０
、９
８
０
人
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
お
孫
さ
ん
の

かわいい金沢保育園児「道ゆき藤娘」を披露。
＜金沢地区敬老会＞

一関支部

舞川小の「鹿子躍り」が祝福。
＜舞川地区敬老会＞

川崎支部

出席した最高齢の小野寺さん（10月に101歳）に、
浅井一関市長から花束が贈られました。

＜川崎地域敬老会＞

千厩支部

かわいい「ひ孫」たちからのお祝いもありました。
＜奥玉地区敬老会＞

大東支部

鳴子をもって「ニッポンチャチャ」を踊る猿沢保育園児。
＜猿沢・曽慶・こはぎ荘合同敬老会＞

出
演
や
郷
土
芸
能
、
踊
り
、
民
謡
な
ど
の

余
興
で
盛
り
上
が
り
、
当
祝
者
は
互
い
の

健
康
を
悦
び
あ
い
、
盃
を
交
し
あ
い
な
が

ら
、
し
ば
し
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

敬
老
会
は
、
ど
の
地
域
で
も
福
祉
活
動

推
進
協
議
会
が
、
全
面
的
に
お
世
話
を
し

ま
し
た
。

 いつまでもお元気で ！

　

平
成
17
年
度
の
一
関
、
花
泉
、
大
東
、
千
厩
、

東
山
、
室
根
、
川
崎
の
旧
社
会
福
祉
協
議
会
の

資
金
収
支
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
は
花

泉
、大
東
、東
山
、室
根
の
社
協
で
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
訪
問
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
入
浴
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
は
七
つ
の
社
協

を
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

17
年
度
の
決
算
は
、
18
年
４
月
１
日
に
設
立

し
た
新
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
引
き
継
ぎ

さ
れ
、
法
務
局
に
資
産
登
記
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度

旧
社
協
の
資
金
収
支
決
算

平成17年度　資金収支計算書
収入額 支出額 残　高

一関市社協 195,467,165円 166,733,325円 28,733,840円

花泉町社協 226,725,459円 209,463,932円 17,261,527円

大東町社協 423,001,296円 346,387,970円 76,613,326円

千厩町社協 110,791,084円 86,242,580円 24,548,504円

東山町社協 169,386,342円 150,430,012円 18,956,330円

室根村社協 154,678,930円 143,366,260円 11,312,670円

川崎村社協 58,490,037円 53,637,528円 4,852,509円

合　　計 1,338,540,313円 1,156,261,607円 182,278,706円

貸借対照表（平成 18年３月 31日現在） ［単位：円］

資産の部 負債の部

科　　目 金額 科　　目 金額

流動資産 244,437,953 流動負債 62,159,247

　現　金 50,000 　未払金 55,846,629

　預貯金 124,777,339 　預り金 222,195

　未収金 111,138,504 　前受金 93,400

　立替金 864,217 　会計単位内借入金 5,997,023

　前払金 1,610,870

　会計単位内貸付金 5,997,023

固定資産 1,089,144,247 固定負債 199,963,908

　基本財産 256,752,865 　設備資金借入金 35,600,000

　　基本財産特定預金 7,000,000 　退職給与引当金 164,363,908

　　建　物 228,074,960

　　建物付属設備 21,677,905

　その他の固定資産 832,391,382 負債の部合計 262,123,155

　　建　物 2,272,516 純資産の部

　　構築物 1,894,820 基本金 7,000,000

　　車輌運搬具 50,040,725 　基本金 7,000,000

　　器具及び備品 17,901,755 基　金 369,601,247

　　ソフトウエア 5,893,913 　福祉基金 369,601,247

　　電算処理システム機器 17,260,467 国庫補助金等特別積立金 182,303,892

　　貸付事業等貸付金 19,494,656 その他の積立金 183,667,375

　　退職共済預け金 114,967,433 　財政調整基金積立金 32,472,327

　　退職金積立預金 49,396,475 　介護保険財政調整基金積立金 111,505,048

　　福祉基金積立預金 369,601,247 　介護保険事業積立金 31,000,000

　　財政調整基金積立預金 32,472,327 　川崎福祉活動資金積立預金 8,690,000

　　介護保険財政調整基金積立預金 111,505,048 次期繰越活動収支差額 328,886,531

　　介護保険事業積立預金 31,000,000 　次期繰越活動収支差額 328,886,531

　　川崎福祉活動資金積立預金 8,690,000 　（うち当期活動収支差額）（122,568,443）

純資産の部合計 1,071,459,045

資産の部合計 1,333,582,200 負債及び純資産の部合計 1,333,582,200

財産目録　（平成18年３月31日現在） ［単位：円］

資産・負債の部内訳
Ⅰ　資産の部
　　１．流動資産
　　　　　　現　金 50,000
　　　　　　預貯金 124,777,339
　　　　　　未収金 111,138,504
　　　　　　立替金 864,217
　　　　　　前払金 1,610,870
　　　　　　会計単位内貸付金 5,997,023

流動資産合計 244,437,953
２．固定資産
　　　基本財産
　　　　基本財産特定預金 7,000,000
　　　　建物 228,074,960
　　　　建物付属設備 21,677,905

基本財産合計 256,752,865
　　　その他の固定資産
　　　　建物 2,272,516
　　　　構築物 1,894,820
　　　　車輌運搬具 50,040,725
　　　　器具及び備品 17,901,755
　　　　ソフトウエア 5,893,913
　　　　電算処理システム機器 17,260,467
　　　　貸付事業等貸付金 19,494,656
　　　　退職共済預け金 114,967,433
　　　　退職金積立預金 49,396,475
　　　　福祉基金積立預金 369,601,247
　　　　財政調整基金積立預金 32,472,327
　　　　介護保険財政調整基金積立預金 111,505,048
　　　　介護保険事業積立預金 31,000,000
　　　　川崎福祉活動資金積立預金 8,690,000

その他の固定資産合計 832,391,382
　　固定資産合計 1,089,144,247
資　産　合　計（Ａ） 1,333,582,200

Ⅱ　負債の部
　　１．流動負債
　　　　　未払金 55,846,629
　　　　　預り金 222,195
　　　　　前受金 93,400
　　　　　会計単位内借入金 5,997,023

流動負債合計 62,159,247
　　２．固定負債
　　　　　設備資金借入金 35,600,000
　　　　　退職給与引当金 164,363,908

固定負債合計 199,963,908
負　債　合　計（Ｂ） 262,123,155
差引純財産（Ａ）－（Ｂ） 1,071,459,045
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一関市社会福祉協議会

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

赤い羽根募金は
平成17年度 共同募金による配分金

16,190,18316,190,183円円
地域福祉事業に
　　  役立てます。

一関支部 2,646,235円
主な事業
•ミニサロン　•地区福祉活動推進協議会

花泉支部 2,917,955円
主な事業
•いきいきサロン　　　•ボランティア協力校
•ふれあい・子育てサロン  •小地域福祉活動事業
•地区福祉推進協議会大東支部 3,969,603円

主な事業
•ふれあい・いきいき支援事業
•ゆいっこ広場　　•秋桜のつどい
•地区福祉活動推進協議会

千厩支部 2,525,902円
主な事業
•いきいきサロン　•ひとりぐらし老人懇談会
•地区福祉活動推進協議会

東山支部 2,296,115円
主な事業
•ボランティア協力校
•ひとり暮らし老人の集い　•地域福祉活動事業

室根支部 1,116,916円
主な事業
•ふれあい・ネットワーク事業　•友愛訪問

川崎支部 717,457円
主な事業
•いきいきサロン　　•高齢者スポーツ大会
•ボランティア協力校　•寝たきり老人友愛訪問

　10月１日から「赤い羽根共同募金」運動が始まります。
　この募金は、民間の社会福祉施設や社会福祉協議会な
どの社会福祉団体、ボランティアグループなどさまざま
な活動を支えるため財政資金として活かされています。
　また、市民参加による自主的な募金として行うもので
すから、みんなで福祉に対する関心を高め「誰もが住み
慣れたまちで、安心して暮らすことができる地域づくり」
の願いをこめて、募金活動が展開されます。

岩手県共同募金会一関市分会
（事務局　一関市社協　TEL23－ 6020）

夏
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
関
支
部

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た

め
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
や

体
験
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
は
、
体
験

①
「
障
害
児
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」
を
七
月

三
十
一
日
㈪
か
ら
八
月
三
日
㈭
の
四
日
間
と
、

体
験
②「
乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」を
八
月

八
日
㈫
か
ら
十
一
日
㈮
の
四
日
間
の
延
べ
八
日

間
、
中
高
生
十
六
名
の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
通
し
、
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
、
将
来
の
進
路
や
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
広
が
り
を
見
つ
け
た
よ
う
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

花
泉
支
部

　

夏
休
み
中
の
七
月
二
十
六
日
㈬
か
ら
二
十
八

日
㈮
の
三
日
間
、、
ソ
エ
ル
花
泉
、
ヘ
ル
パ
ー

セ
ン
タ
ー
花
泉
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
中
高
生

十
八
名
の
参
加
を
得
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
達
は
、
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
考
え
、自
分
で
行
動
す
る
目
的
に
、

施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

に
同
行
し
て
介
助
活
動
な
ど
を
熱
心
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

乳幼児の保育を体験する生徒たち

ソエル花泉で職員の方の話しをよく聞いて活動する生徒たち

親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
関
支
部

　

八
月
十
七
日
㈭
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
ま
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
生
園
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
夏
休
み
の
一
日
を
利
用
し
、

小
学
生
と
保
護
者
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

の
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
お
年
寄
り
へ
の
思

い
や
り
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
は
「
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
が

少
な
い
の
で
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
機
会

に
な
っ
た
。」、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
元

気
な
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
お
も
し
ろ
い

話
が
い
っ
ぱ
い
聞
け
て
楽
し
か
っ
た
。
疲
れ
た

け
ど
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。」
と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

入所者とお話をしながら、折り紙を教えてもらう子どもたち

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
】

地域の福祉
みんなで参加

目標額は19,260,00019,260,000円

赤い羽根募金でおなじみの共同募金運動は、
みなさまに支えられて、今年、60回目を迎えました。

　夏期休暇期間を使い、学生向けボランティア講座が各支部で開催されました。

〜
「
声
の
広
報
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

　

社
協
で
は
、「
声
の
広
報
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
視
覚
障
害
者
に
市
広
報

を
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

朗
読
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
朗

読
テ
ー
プ
を
待
っ
て
い
る
視
覚
障
害
者
の
喜
ぶ

顔
を
思
い
、
毎
月
一
度
も
休
ま
ず
地
道
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
声
の
広
報
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
各
支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市広報を朗読する千葉さん、小山さん
（室根支部）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
の
お
知
ら
せ
】

○
千
厩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

期
日
…
11
月
17
日
㈮

　

場
所
…
千
厩
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

※ 

詳
し
く
は
千
厩
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
「
高
齢
者
疑
似
体
験
」

　

期
日
…
11
月
25
日
㈯

　

場
所
…
花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

※ 

詳
し
く
は
花
泉
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

と
び
ら

と
び
ら

あ
な
た
の
一
歩
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か
わ
ら
版

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
予
約
は
、
社
協
花
泉

支
部
（
電
話
82

－

４
０
０
２
）
ま
で
。

■
心
配
ご
と
相
談

　

期　

日
…
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　

会　

場
…
花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

相
談
直
通
電
話

　
　
　

０
９
０

－

６
２
２
９

－

４
３
９
９

　

相
談
員
…
心
配
ご
と
相
談
員

■
介
護
相
談

　

期　

日
…
10
月
18
日
㈬
・
11
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　

12
月
13
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

会　

場
…
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
花
泉

　

電　

話
…
36

－

１
２
２
６

　

相
談
員
…
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・

　
　
　
　
　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

６月から８月までに、市民の皆様から
ご寄付がありました。 （敬称略）♥心配ごとの巡回相談心配ごとの巡回相談社協一関支部

　社会福祉協議会一関支部では、暮らしのいろいろな相
談に応じるため、巡回相談を実施します。
　心配ごとや悩みごとは、ひとりで悩んでないで、お話
しください。
　相談は無料で、内容は厳守します。

月　　日 場　所
平成18年11月15日㈬ 厳美公民館
　　　　11月17日㈮ 舞川公民館
　　　　11月20日㈪ 萩荘公民館
　　　　11月29日㈬ 弥栄公民館
相談時間：午前 10時～午後３時まで

【たとえばこんな相談】【たとえばこんな相談】
　 ○遺産相続　　　　　　　　○サラ金問題
　 ○老後の扶養・介護　　　　○近所の騒音
　 ○家庭での人間関係　　　　○結婚や離婚
　 ○福祉サービスの利用手続

【相談員】【相談員】
　 社会福祉協議会一関支部　心配ごと相談員

【問い合わせ】【問い合わせ】
　 社会福祉協議会一関支部（電話）23－ 6020

心
配
ご
と
相
談
所（
花
泉
支
部
）

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
記
念
事
業

社
協
ふ
く
し
祭
り

社
協
ふ
く
し
祭
り

ゆ
い
っ
こ
広
場

創
ろ
う
よ
！

あ
な
た
と
わ
た
し
で

福
祉
の
ま
ち
・
い
ち
の
せ
き

10
月
15
日
㈰

午
前
９
時
30
分
オ
ー
プ
ン

会
場

：

大
東
保
健
セ
ン
タ
ー

★
人
形
劇
の
集
い

　

町
内
外
の
人
形
劇
団
が
大
集
合
!!

★
再
来
!!
猿
回
し

　
「
猿
回
し
」
が
新
た
な
技
を
身
に
つ
け
来
場
!!

★
ひ
と
に
や
さ
し
い
車
展
示
会

　

 

ウ
ェ
ル
キ
ャ
ブ
シ
リ
ー
ズ
や
移
動
入
浴
車
等

福
祉
車
両
を
展
示

★
ふ
れ
あ
い
産
直
コ
ー
ナ
ー

　

 

福
祉
施
設
の
真
心
こ
も
っ
た
商
品
を
販
売
い

た
し
ま
す
。

★
わ
い
わ
い
広
場

　

 

お
も
ち
ゃ
病
院
、
ふ
わ
ふ
わ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
、
輪
投
げ
な
ど
子
供
た
ち

が
遊
べ
る
広
場
で
す
よ
。

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
!!

　

た
だ
い
ま
出
展
希
望
者
募
集
中
!!

★
屋
台
コ
ー
ナ
ー

　

食
欲
の
秋
を
満
た
し
ま
す
!!

一関支部
　一関市赤荻字上袋 どんぐりの会　北岡　　実   44,942円 
　一関市 茶道裏千家　淡交会岩手県南支部 100,000円
　一関市 三陸合同舞踊発表会出演者一同　50,000円
　一関市 横山茂コンサート実行委員会　30,000円
　一関市 一関修紅高校男子バスケット部　  3,000円
　一関市真柴字中田 佐々木富子　30,000円
花泉支部
　花泉町花泉字土地呂沢 小野寺正夫 100,000円
　花泉町涌津字松ノ坊 金野　幸弘 100,000円
　花泉町永井字山田前 ゆりの会　岩手支部   20,000円
　花泉町金沢字向沢 佐々木幸雄　50,000円
　花泉町涌津字二ツ檀 千田　精子 100,000円
　花泉町花泉字袋 花泉ダンス同好会　10,000円
　花泉町油島字大石沢 佐々木　茂 100,000円
　花泉町老松字四日市場 花泉町女性の船の会　  7,798円
　花泉町金沢字新田 佐藤　　新 100,000円
　花泉町涌津字中町 黒澤　　寛 100,000円
　岩手郡滝沢村滝沢字巣子 佐々木和男 100,000円
　花泉町涌津 ゆり芸能岩手　荒井　忠行　  4,000円
　花泉町花泉字東郷ノ目 佐藤　和郎 100,000円
　花泉町永井字三本人 千葉　義雄　20,000円
　花泉町油島字原田 千葉猛一郎 100,000円
大東支部
　大東町猿沢字金取南沢 吉田　和夫　30,000円
　大東町猿沢字山崎 佐藤林太郎　30,000円
　大東町曽慶字猫舘 畠山　文夫　50,000円
　大東町大原字雪洞 加藤　幹夫　50,000円
　大東町猿沢字板倉 三浦　芳一 100,000円
　大東町沖田字下構 鈴木　金子 100,000円
　大東町摺沢字荒屋敷 三浦　忠博　50,000円
　大東町大原字上川原 千葉一太郎　50,000円
東山支部
　東山町長坂字町 藤原家親類代表　藤原　克郎　10,000円
室根支部
　室根町折壁字八幡沖 室根村職員互助会会長 佐藤好彦　11,843円
　室根町折壁字天神下 室根きらら会会長 小野寺映子　54,254円
　室根町折壁 小山　秀司　50,000円
　室根町折壁字上前木 熊谷　幹夫　50,000円
　室根町折壁字西風田茂木 熊谷八四男　50,000円
　室根町折壁字入山 小松　　進　30,000円
　室根町矢越字七日町 岩渕　正寿　30,000円
　室根町折壁字大洞 小野寺　章　50,000円
　室根町折壁字大里 小山　秀彦　50,000円
　室根町矢越字山口 三浦　健一　50,000円
　室根町折壁字若菜沢 早坂みや子　20,000円
川崎支部
　川崎町薄衣字大久保 岩渕　和子 100,000円
　川崎町薄衣字北新山 菅原　五七　50,000円
　川崎町門崎字萩崎 小野寺昭吾　50,000円
　川崎町門崎字千手堂 小竹　正直　50,000円
　川崎町薄衣字諏訪前 千田　堅司　30,000円
　川崎町薄衣字八幡 菊地　光伸 100,000円
　川崎町薄衣字上巻 千葉　庄平 100,000円
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電
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 0191 -23 -6024


